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アセットを照会しています

クエリを使用すると、環境内のアセットをユーザが選択した条件（アノテーションとパ
フォーマンス指標）に基づいてきめ細かく検索することで、ネットワークの監視とトラ
ブルシューティングを行うことができます。また、アセットにアノテーションを自動的
に割り当てるアノテーションルールにはクエリが必要です。

クエリやダッシュボードで使用されるアセット

Insightのクエリとダッシュボードウィジェットは、さまざまなアセットタイプで使用で
きます

クエリ、ダッシュボードウィジェット、およびカスタムアセットページで使用できるアセットタイプは次のと
おりです。フィルタ、式、表示に使用できるフィールドとカウンタは、アセットのタイプによって異なりま
す。すべてのアセットをすべてのウィジェットタイプで使用できるわけではありません。

• アプリケーション

• データストア

• ディスク

• ファブリック

• 汎用デバイス

• ホスト

• 内部ボリューム

• iSCSI セッション

• iSCSI ネットワークポータル

• パス

• ポート

• qtree

• クォータ

• 共有

• ストレージ

• ストレージノード

• ストレージプール

• スイッチ

• テープ

• VMDK です

• 仮想マシン

• ボリューム
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• ゾーン

• ゾーンメンバー

クエリを作成しています

クエリを作成して、環境内のアセットをきめ細かく検索することができます。クエリを
使用すると、フィルタを追加して結果をソートし、インベントリデータとパフォーマン
スデータを1つのビューに表示することで、データをスライスできます。

このタスクについて

たとえば、ボリュームのクエリを作成したり、選択したボリュームに関連付けられているストレージを検索す
るフィルタを追加したり、階層1などの特定のアノテーションを検索するフィルタを追加したりできます。 最
後に、IOPS - Read（IO/秒）が25を超えるストレージをすべて検出するフィルタをもう1つ追加します。結果
が表示されたら、クエリに関連付けられている各列で情報を昇順または降順にソートすることができます。

アセットを取得する新しいデータソースを追加したときや、アノテーションやアプリケーションの割り当てを
行ったときに、クエリのインデックスが作成されたあとに、それらのアセット、アノテーション、またはアプ
リケーションを照会することができます。インデックスは定期的な間隔で作成されます。

手順

1. OnCommand Insight Web UIにログインします。

2. をクリックし、[+ New Query]*を選択します。

3. [リソースタイプの選択]*をクリックし、アセットのタイプを選択します。

クエリでリソースを選択すると、いくつかのデフォルト列が自動的に表示されます。これらの列はいつで
も削除したり、新しい列を追加したりできます。

4. [名前*]テキストボックスにアセットの名前を入力するか、テキストの一部を入力してアセット名を絞り込
みます。

[New Query]ページのテキストボックスでは、次のいずれかを単独で使用することも、組み合わせて使用
することもできます。

◦ アスタリスクを使用すると、すべての項目を検索できます。例： vol*rhel 「vol」で始まり「rhel」
で終わるすべてのリソースを表示します。

◦ 疑問符を使用すると、特定の数の文字を検索できます。例： BOS-PRD??-S12 BOS-PRD12-S12

、BOS-PRD13-S12などを表示します。

◦ OR 演算子を使用すると、複数のエンティティを指定できます。例： FAS2240 OR CX600 OR

FAS3270 複数のストレージモデルを検出します。

◦ NOT 演算子を使用すると、検索結果からテキストを除外できます。例： NOT EMC* 「EMC」で始ま

らないものをすべて検索します。を使用できます NOT * 値のないフィールドを表示します。

5.
をクリックします  をクリックしてアセットを表示します。

6.

条件を追加するには、をクリックします をクリックし、次のいずれかを実行します。
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◦ と入力して特定の条件を検索し、選択します。

◦ リストを下にスクロールし、条件を選択します。

◦ IOPS -読み取り（IO/秒）などのパフォーマンス指標を選択した場合は、値の範囲を入力しま
す。Insightのデフォルトのアノテーションはで示されます ;重複する名前を持つ注釈を持つことがで
きます。

条件の列が[クエリ結果]リストに追加され、リスト内のクエリの結果が更新されます。

7. 必要に応じて、をクリックします  をクリックして、クエリ結果からアノテーションまたはパフォーマ
ンス指標を削除します。

たとえば、データストアの最大レイテンシと最大スループットを表示するクエリで結果のリストに最大レ
イテンシのみを表示する場合は、このボタンをクリックし、* Throughput - Max *チェックボックスをオフ
にします。[Query results]のリストから[Throughput - Max（MB/s）]列が削除されます。

クエリ結果テーブルに表示される列の数によっては、追加された列を表示できない場合が
あります。目的の列が表示されるまで、1つまたは複数の列を削除できます。

8. をクリックし、クエリの名前を入力して[保存]*をもう一度クリックします。

管理者ロールを持つアカウントがある場合は、カスタムダッシュボードを作成できます。カスタムダッシ
ュボードはウィジェットライブラリの任意のウィジェットで構成でき、そのいくつかを使用してクエリ結
果をカスタムダッシュボードに表示できます。カスタムダッシュボードの詳細については、_

OnCommand Insight スタートガイド_を参照してください。

◦ 関連情報 *

"ユーザーデータのインポートとエクスポート"

クエリを表示する

アセットの監視に使用するクエリを表示して、アセットに関するデータの表示方法を変
更できます。

手順

1. OnCommand Insight Web UIにログインします。

2. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

3. クエリの表示方法は次のいずれかの方法で変更できます。

◦ [filter]ボックスにテキストを入力して、特定のクエリを表示できます。

◦ 列見出しで矢印をクリックすると、クエリの表内の列のソート順序を昇順（上矢印）または降順（下
矢印）に変更できます。

◦ 列のサイズを変更するには、列見出しの上にカーソルを合わせ、青いバーが表示されるまで動かしま
す。バーの上にマウスを置き、左右にドラッグします。

◦ 列を移動するには、列ヘッダーをクリックし、左右にドラッグします。

◦ クエリ結果をスクロールすると、Insightでデータソースが自動的にポーリングされるため、結果が変
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わる場合があります。これにより、一部の項目が表示されなくなったり、ソート方法によっては一部
の項目が順序どおりに表示されない場合があります。

クエリ結果を .csv ファイルにエクスポートしています

クエリの結果を.csvファイルにエクスポートして、データを別のアプリケーションにイ
ンポートできます。

手順

1. OnCommand Insight Web UIにログインします。

2. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

[ クエリ ] ページが表示されます。

3. クエリをクリックします。

4. をクリックします  クエリ結果をにエクスポートします.CSV ファイル。

5. 次のいずれかを実行します。

◦ [ 名前を付けて開く ] をクリックし、次に OK をクリックして Microsoft Excel でファイルを開き、特
定の場所にファイルを保存します。

◦ [ ファイルの保存 ] をクリックし、 [OK] をクリックして、 [ ダウンロード ] フォルダにファイルを保存
します。表示されている列の属性のみがエクスポートされます。表示されている一部の列、特に複雑
なネストされたリレーションシップの一部である列はエクスポートされません。

アセット名にカンマが含まれている場合は、アセット名と適切な.csv形式は維持され、
エクスポート時に名前が引用符で囲まれます。

+クエリ結果をエクスポートする場合、選択または画面に表示されている行だけでなく、結果テーブル
のすべての*行がエクスポートされることに注意してください。最大10,000行までエクスポートされま
す。

[+]
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エクスポートした .csv ファイルを Excel で開くときに、オブジェクト名またはその他のフ
ィールドが NN:NN の形式である場合 (2 桁の数字の後にコロン、 2 桁の数字が続く ) 、
Excel ではその名前がテキスト形式ではなく Time 形式であると解釈されることがありま
す。その結果、 Excel の列に誤った値が表示されることがあります。たとえば、「 81 ：
45 」という名前のオブジェクトは、 Excel では「 81 ： 45 ： 00 」と表示されます。これ
を回避するには、次の手順に従って .csv を Excel にインポートします。

[+]

-   Open a new sheet in Excel.

-   On the "Data" tab, choose "From Text".

-   Locate the desired .CSV file and click "Import".

-   In the Import wizard, choose "Delimited" and click Next.

-   Choose "Comma" for the delimiter and click Next.

-   Select the desired columns and choose "Text" for the

column data format.

-   Click Finish.

Your objects should show in Excel in the proper format.

[+]

クエリの変更

クエリに関連付けられている条件を変更して、アセットの検索条件を変更することがで
きます。

手順

1. InsightWeb UIにログインします。

2. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

[ クエリ ] ページが表示されます。

3. クエリ名をクリックします。

4. クエリから条件を削除するには、をクリックします 。

5.

クエリに条件を追加するには、をクリックします をクリックし、リストから条件を選択しま
す。

6. 次のいずれかを実行します。

◦ [保存]*をクリックして、最初に使用した名前でクエリを保存します。

◦ [名前を付けて保存]*をクリックして、クエリを別の名前で保存します。

◦ 最初に使用したクエリ名を変更するには、*[名前の変更]*をクリックします。

◦ クエリ名を最初に使用した名前に戻すには、*[元に戻す]*をクリックします。
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クエリの削除

アセットに関する有用な情報が収集されなくなったクエリを削除できます。アノテーシ
ョンルールで使用されているクエリは削除できません。

手順

1. InsightWeb UIにログインします。

2. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

[ クエリ ] ページが表示されます。

3. 削除するクエリにカーソルを合わせ、をクリックします 。

クエリを削除するかどうかを確認する確認メッセージが表示されます。

4. [OK] をクリックします。

アセットに対する複数のアプリケーションの割り当てと削除

アセットに対して複数のアプリケーションを割り当てたりアセットから削除したりする
には、クエリを使用します。手動でアプリケーションを割り当てたり削除したりする必
要はありません。

作業を開始する前に

編集するすべてのアセットを検索するクエリを作成しておく必要があります。

手順

1. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

[ クエリ ] ページが表示されます。

2. アセットを検索するクエリの名前をクリックします。

クエリに関連付けられているアセットのリストが表示されます。

3. リストから目的のアセットを選択するか、をクリックします  をクリックして*すべて*を選択しま
す。

[アクション]*ボタンが表示されます。

4.
選択したアセットにアプリケーションを追加するには、をクリックします をクリックし、*[

アプリケーションの編集]*を選択します。

a. [アプリケーション]*をクリックし、1つ以上のアプリケーションを選択します。

ホスト、内部ボリューム、および仮想マシンに対しては複数のアプリケーションを選択できますが、
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ボリュームに対して選択できるアプリケーションは1つだけです。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5.
アセットに割り当てられているアプリケーションを削除するには、をクリックします  をクリ
ックし、 [ アプリケーションの削除 ] を選択します。

a. 削除する 1 つ以上のアプリケーションを選択します。

b. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

新しく割り当てたアプリケーションは、別のアセットから派生したアプリケーションよりも優先されま
す。たとえば、ホストから継承したアプリケーションがあるボリュームに新しいアプリケーションを割り
当てた場合、派生したアプリケーションよりも新しいアプリケーションが優先されます。

アセットの複数のアノテーションの編集または削除

アセットの複数のアノテーションを編集したりアセットから削除したりするには、手動
で編集または削除しなくても、クエリを使用します。

作業を開始する前に

編集するすべてのアセットを検索するクエリを作成しておく必要があります。

手順

1. [ * クエリ * ] をクリックし、 [ * すべてのクエリを表示 * ] を選択します。

[ クエリ ] ページが表示されます。

2. アセットを検索するクエリの名前をクリックします。

クエリに関連付けられているアセットのリストが表示されます。

3. リストから目的のアセットを選択するか、をクリックします  をクリックして*すべて*を選択しま
す。

[アクション]*ボタンが表示されます。

4. アセットにアノテーションを追加したり、アセットに割り当てられているアノテーションの値を編集した

りするには、をクリックします をクリックし、*[アノテーションの編集]*を選択します。

a. [アノテーション]*をクリックし、値を変更するアノテーションを選択するか、すべてのアセットに割
り当てる新しいアノテーションを選択します。

b. * 値 * をクリックし、アノテーションの値を選択します。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5.
アセットに割り当てられているアノテーションを削除するには、をクリックします をクリッ
クし、*[Remove Annotation]*を選択します。

a. [アノテーション]*をクリックし、アセットから削除するアノテーションを選択します。
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b. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

テーブル値をコピーしています

テーブル内の値をコピーして、検索ボックスやその他のアプリケーションで使用できま
す。

このタスクについて

テーブルまたはクエリ結果から値をコピーするには、2つの方法があります。

手順

1. 方法 1: マウスで目的のテキストを強調表示し、コピーして、検索フィールドやその他のアプリケーショ
ンに貼り付けます。

2. 方法2:長さが省略記号(…)で示されるテーブル列の幅を超える単一値フィールドの場合は、フィールドの
上にカーソルを置き、クリップボードアイコンをクリックします。値は、検索フィールドやその他のアプ
リケーションで使用するためにクリップボードにコピーされます。

コピーできるのは、アセットへのリンクである値のみです。また、単一の値（リスト以外）を含むフィー
ルドのみにコピーアイコンが表示されます。
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著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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